
不当労働行為救済申立事件の命令書の交付について 

（徳島県労委令和７年（不）第３号事件） 

 

 徳島県労働委員会（会長 豊永寛二）は、上記事件に係る命令書を、各当事者に交付し

ましたので、その概要をお知らせします。 

 

１ 当事者 

  申 立 人 Ｘ１組合（以下「組合」という。） 

    申 立 人  Ｘ２（申立人組合の組合員） 

  被申立人 Ｙ法人（以下「法人」という。） 

   

２ 申立日  令和７年３月２７日 

 

３ 事案の概要 

  次の①及び②の行為が、労働組合法第７条第１号及び第３号に該当する不当労働行為

であるとして救済申立てがなされたもの 

①  法人が、Ｘ２を副主任に昇進（昇格）させなかったこと（不利益取扱い） 

②  「①の行為」は、法人が行ったその他の組合嫌悪などの一連の事情に照らせば、 

組合の弱体化を狙ったものであること（支配介入） 

    

４ 命令の概要 

(1) 主文の要旨 

本件申立てを棄却する。 

 

 (2) 判断の要旨 

・上記①については、Ｘ２を副主任に昇進（昇格）させなかったことには一定の合理 

性が認められ、また、組合や組合活動に対する嫌悪の意思が決定的な動機であった 

とまで認めることはできないことから、不当労働行為には該当しない。 

・上記②については、①の判断のとおり、Ｘ２に対する不利益取扱いは認められず、 

また、法人が組合活動を弱体化したというべき特段の事情も認められないため、 

不当労働行為には該当しない。 

 

(3) 命令交付日 令和８年１０月１日 


